
３分で高濃度水素水がつくれるスティックタイプの
水素水生成器「Sui：so」。衛生的で清潔感のある外
観と、コンパクトで手入れのしやすい形状を重視し、
デザイン開発を行った。

中小企業者がデザインを導入するときの基本的な知識や、デザイン開発を円滑に進めるための
ポイントについて、協働経験豊富なデザイナーの事例をもとに解説します。

第3回　商品開発を成功に導くデザインプロセスとは ？

Design Column
デザイン活用 きほんの「き」

　
「デザイン思考」を取り入れた
開発会議を実践

　公社のワンストップ総合相談窓口で相
談員を務める堀越敏晴氏。多くの中小企
業から相談を受けるなかで、「デザイン導
入と一言で言っても、さまざまなケースが
ある」と実感している。
　「その企業の業種・業態・業容によって
デザインに求めるものが変わってきます。
製造業が新しい商品の開発に取り組む
場合も、自社が有する技術や素材・設備
などを活かした延長線上で考えるのと、
まったく新しいジャンルにチャレンジする
のとでは、クリアすべき課題が異なりま
す。まずは、自社の立ち位置を見定めて、
つくりたいものの方向性を明確にし、その
うえでデザインに何を求めるのか社内合
意を得ることが重要です」
　商品開発を進めるにあたり、堀越氏が
提案するのは、定例で集まる開発会議
だ。デザイナーとリーダー（社長または決
裁権者）、現場担当の３者がミニマムなメ

ンバーで、企業の規模によって技術系と
営業系の社員が加わりチームを結成す
る。デザイナーはコンサルタントの役割を
担い、チームで課題を話し合う。ときには
宿題として持ち帰りながら、プロセスごと
に合意をとって進めていくというやり方で
ある。
　堀越氏は、「１から10までデザイナーに
お願いすると費用もかさみますから。アイ
デアを出しながらラフな図を描いてみる
など、簡単なものであれば自分たちでデ
ザインしてみるといい。そのような経験が
蓄積されていけば、ある程度は社内でで
きるようになります。デザイナーの手を借
りて『デザイン思考』を導入するというこ
とですね」

中小企業の商品開発に
王道パターンはない

　商品開発のプロセスにおいて、「企画
→デザイン→設計→試作→検討・決定
→製造→販促販売」というモデルケース

はあるが、中小企業においてはあてはまら
ないことも多い。経営状況によっては、開
発が止まることもよくある。それでも開発
会議で社内合意をとりながら、資金手当
が必要な段階では投資の決断をし、リス
クを踏まえたうえで、まずは一つのものを
完成させることがとても大切である。
　堀越氏は、野球にたとえて「最初から
ホームランというのはまず無理ですか
ら、とにかく一塁に出る商品をつくりま
しょう」と話をするそうだ。
　「我々デザイナーの仕事は、経営者が
納得して投資を決断できるような提案を
することに尽きます。もし経営者が納得で
きなければ、デザインをやり直すかデザイ
ナーを変えるかしかない。商品開発をや
り遂げられる中小企業に共通しているの
は、しっかり企画を立て、ぶれないで地道
に進めていくこと。そして適切な経営判断
ができる経営者がいることですね」
　そんな堀越氏がシンワ工業と協働した
「Sui：so」は、どのようなデザインプロセ
スを経て完成したのか、見てみよう。

「Sui:so（すいーそ）」
　ビルや工場など大型施設で使用される
鋼管の製造販売をしているシンワ工業。
鋼管を通じて長年水に関わってきた同社
が、「一般家庭向けの水に関係した健康に
よい商品をつくって世の中に恩返しした
い」という思いから、2005年に家庭用水
素水生成器「銀水」を発売。しかし、一般向
け商品の開発製造の経験が浅かったこと
もあり、実験器具のような外観で、垢抜け
ない印象があった。そこで、デザイン改良
を検討するにあたり公社のデザイン相談
を利用し、出会ったのが堀越氏である。
　「商品開発の進め方を丁寧に説明してく
れ、安心感と信頼感を得られたことが、堀

越氏にデザインを依頼した一番の理由」と
同社技術開発室・塩田教司氏は説明する。
　デザインを依頼された堀越氏は、まず
水素水の効用についてレクチャーを受け、
「銀水」より小型化したスティックタイプの
試作品のサイズと使い方を参考にしたう
えで、ポイントとなる開口部（孔）の形状を
提案していった。
　発売スケジュールとしては、「銀水」を終
売するタイミングで後継機の「Sui:so」を
販売する計画だった。しかし、会社の財政
面や市場動向などから、開発プロジェクト
は２度ほど中断。塩田氏に不安はあった
が、「製品を完成させて、お客様に喜んで
使ってもらいたい」という強い気持ちを持

ち、プロジェクトを継続。開発スタートから
８年近く経過した2016年にようやく発売
までこぎつけた。
　堀越氏は、「開発期間が長期に渡ったた
め、デザイン変更や修正なども発生した
が、担当者との意思疎通を密にし、デザイ
ンやカラーを決定する際にはリサーチを行
うことで偏った傾向に流されないように
工夫した」と振り返る。
　さまざまな状況から予定通りにいかな
いことの多い中小企業の商品開発。「デザ
イナーを信じて完成までやり遂げることが
成功の鍵」という塩田氏の言葉どおり、ブ
レない姿勢と信頼関係が重要であるのは
間違いないようだ。

Case Study

Designer Profile
堀越敏晴氏（シーダブリュエス代表）
日本コロムビア（現デノン）、ニトムズ等を経て、2002年CREATIVE 
WORKSHOP シーダブリュエスを設立。生活用品から各種機器まで、製品か
ら商品へ、企画からデザイン、ブランド開発を手がける。1999～2003年グッ
ドデザイン賞審査員。桑沢デザイン研究所、実践女子大学非常勤講師。生活
用品、工作機械、パッケージなどでＧマーク受賞。

今まさに、企業経営に
おいてデザインの重
要性が高まっていま
す。そこで公社では、
毎週金曜日の午前に
デザイン相談を実施

しています。4人のデザイナーがあらゆる分野の
デザイン相談にお応えします。ぜひ一度ご活用
ください。

金曜午前は「デザイン相談」に行こう ！

問い合わせ先　経営戦略課事業革新係　　TEL ： 03-5822-7232　　E-mail ： senryaku@tokyo-kosha.or.jp

連載

「形のデザインはもちろん使い手のことも考え、さらに作り手の思いをどう伝
えるかを重視しています。そのためには、ネーミングやブランドなど、そのモノ
が発信しようとする情報も一緒にデザインすることを大事にしています」

My Policy

シンワ工業「Sui:so」開発のプロセス

１　デザインの依頼（2008年10月）
・公社デザイン相談で堀越氏に相談
・改めて堀越氏にデザインを依頼

２　契約
・製品内容に合わせたデザインプロ
  セスと費用を早めに提示することで、
  予算を確保しやすくした

３　企画
・開発会議にて問題点の洗い出し・ 
  ヒアリング
・改良の方向を確認

４　デザインの提案
・デザインの修正・変更
・再リサーチ

５　試作
・3Dプリンタを活用してケースを製作

６　検討・決定
・ネーミング・ロゴマークの決定
・パッケージ制作

７　製造
・詳細な図面を起こして量産化

８　販促・販売（2016年6月）
・ネットショップを立ち上げて、販促
に活用

堀越氏にデザインを依頼する前の
試作品

最終モデルケースで大きさや使い
勝手などを確認

開発会議で出されたアイデアをも
とに描かれたスケッチ案

社内アンケートを行い、最終的に
１案に絞り込む

コントロール部分のデザイン案

パッケージデザインの決定

同社が運営するネットショップ
「健康のお手伝い」

衛生的な印象を与えるボディデザ
インとカラー。また孔を大きくし、洗
いやすく清潔を保てるように工夫
した
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